
13 － 27
23 － 14
17 － 18
20 － 21
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
◎ 4 7 1 2 0 4 ◎ 4 2 0 1 0 2
○ 5 10 0 3 4 2 ○ 5 22 7 0 1 4
○ 6 14 0 6 2 1 ○ 6 15 0 7 1 1
○ 7 7 2 0 1 1 7 0 0 0 0 0
8 2 0 1 0 0 8 0 0 0 0 0
9 6 0 3 0 0 9 0 0 0 0 0

○ 10 21 4 4 1 2 ○ 10 10 0 5 0 2
11 0 0 0 0 0 11 2 0 1 0 0
12 0 0 0 0 0 ○ 12 26 3 8 1 5
13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0
14 0 0 0 0 0 14 3 0 1 1 0
15 6 0 2 2 1 15 0 0 0 0 0
16 16
17 17
18 18

73 7 21 10 80 10 23 4
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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須磨学園 聖カタリナ女子

聖カタリナ女子
期
日 2007年（平成19年)7月29日(日) ● ○兵庫 愛媛

大
会
名

平成19年度全国高等学校総合体育大会バ
スケットボール大会第60回全国高等学校
バスケットボール選手権大会

Ｆ２ 11:10 女子１回戦

須磨学園 73 80

　女子1回戦、須磨学園対聖カタリナの一戦は、一時逆転を許すも勝負所で聖カタリナ＃５有田の３Ｐ（シュート）が決ま
り、粘る須磨学園を振り切り７３対８０のスコーアで聖カタリナが２回戦へと駒を進めた。
　共にハーフコートマンツーマンでスタートした第１Ｐは、聖カタリナが、＃１０濱口を中心としたポストプレーと＃１２阿
部の多様なオフェンス、更には＃５有田の３Ｐ（シュート）等で１３対２７と１４点差のリードを奪う。
　第２Ｐに入ると、須磨学園はインサイドを徹底して守り聖カタリナの得点を封じ徐々にリズムを掴む。オフェンスは＃５鷹
尾のミドルシュート・＃１０荷出の３Ｐ（シュート）で追い上げを図り３６対４１の５点差で前半を終了。
　後半開始早々、須磨学園は＃５鷹尾のポストプレーからの連続得点と＃４村野の速攻で遂に逆転に成功する。しかし、聖カ
タリナは、センタープレーヤー＃１０濱口からのゴール下へのパスを＃６藤原が連続で決めて再逆転。結局６点差で第３Ｐを
終了し第４Ｐへと進んだ。
　第４Ｐに入ると、須磨学園は勝負を賭オールコートマンツーマンで聖カタリナにプレッシャーを掛ける。オフェンスでは＃
７桐井の３Ｐ（シュート）・＃１０荷出のドライブや３Ｐ（シュート）等で必死に追いすがる。一方聖カタリナは＃５有田の
３Ｐ（シュート）・＃６藤原のゴール下シュートで対抗、終盤一進一退の攻防が続いたが、地力に勝る聖カタリナが追いすが
る須磨学園を辛くも振り切り２回戦へと駒を進めた。
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